
昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

五
十
九
歳

昭
和
二
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者

六
十
歳

昭
和
二
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者

六
十
一
歳

昭
和
二
十
七
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者

六
十
二
歳

昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者

六
十
三
歳

表
岩
手
県
の
項
市
町
村
名
の
欄
中
「
普
代
村

川
井
村
」
を
「
普
代
村
」
に
改
め
、
同
表
長
野
県
の
項
市
町
村
名
の

欄
中
「
信
州
新
町

信
濃
町

小
川
村

中
条
村
」
を
「
信
濃
町

小
川
村
」
に
改
め
、
同
表
滋
賀
県
の
項
中「
伊
香

郡

余
呉
町

西
浅
井
町

木
之
本
町

」
を
削
り
、
同
表
福
岡
県
の
項
市
町
村
名
の
欄
中
「
宗
像
市

前
原
市
」
を

「
宗
像
市
」
に
、「
み
や
ま
市
」
を
「
み
や
ま
市

糸
島
市
」
に
改
め
、
同
項
中
「
糸
島
郡

志
摩
町

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成™˜年˜™月™Ÿ日 月曜日 (号外第™��号)官 報
６

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
雇
保
則
様
式
第
六
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
、
旧

雇
保
則
様
式
第
七
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
、旧
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
に
よ
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、

旧
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
の
二
に
よ
る
雇
用
保
険
高
年
齢
受
給
資
格
者
証
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
の
三
に
よ
る

雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者
証
、
旧
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
の
四
に
よ
る
日
雇
労
働
被
保
険
者
手
帳
及
び
旧
雇
保
則

様
式
第
三
十
一
号
に
よ
る
移
転
費
支
給
決
定
書
は
、
新
雇
保
則
様
式
第
六
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
、

新
雇
保
則
様
式
第
七
号
に
よ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
に
よ
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
の
二
に
よ
る
雇
用
保
険
高
年
齢
受
給
資
格
者
証
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
の
三
に

よ
る
雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者
証
、
新
雇
保
則
様
式
第
十
一
号
の
四
に
よ
る
日
雇
労
働
被
保
険
者
手
帳
及
び
新
雇

保
則
様
式
第
三
十
一
号
に
よ
る
移
転
費
支
給
決
定
書
と
み
な
す
。

７

新
雇
保
則
第
六
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
、
新
雇
保
則
第
七
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険

者
資
格
喪
失
届
、
新
雇
保
則
第
七
条
第
二
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
、
新
雇
保
則
第
十
条
第
一
項
の
雇
用
保

険
被
保
険
者
証
、
新
雇
保
則
第
十
四
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
氏
名
変
更
届
、
新
雇
保
則
第
十
七
条
の
二
の

未
支
給
失
業
等
給
付
請
求
書
、
新
雇
保
則
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
新
雇
保
則

第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
雇
用
保
険
高
年
齢
受
給
資
格
者
証
、
新
雇
保
則
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の

雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者
証
、
新
雇
保
則
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
四
号
の
日
雇
労
働
被
保
険
者
手
帳
、
新
雇
保

則
第
二
十
一
条
第
一
項
の
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
届
及
び
公
共
職
業
訓
練
等
通
所
届
、
新
雇
保
則
第
二
十
二
条
第
一

項
の
失
業
認
定
申
告
書
、
新
雇
保
則
第
二
十
七
条
の
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
証
明
書
、
新
雇
保
則
第
三
十
一
条
第
一

項
の
受
給
期
間
延
長
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
四
十
五
条
第
二
項
の
払
渡
希
望
金
融
機
関
指
定
届
、
新
雇
保
則
第
四
十

五
条
第
三
項
の
払
渡
希
望
金
融
機
関
変
更
届
、
新
雇
保
則
第
四
十
九
条
第
一
項
の
受
給
資
格
者
氏
名
変
更
届
及
び
受

給
資
格
者
住
所
変
更
届
、
新
雇
保
則
第
六
十
三
条
第
二
項
の
傷
病
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
六
十
五
条
の
五

の
高
年
齢
受
給
資
格
者
失
業
認
定
申
告
書
、
新
雇
保
則
第
六
十
九
条
の
特
例
受
給
資
格
者
失
業
認
定
申
告
書
、
新
雇

保
則
第
八
十
二
条
の
五
の
就
業
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
八
十
二
条
の
七
の
再
就
職
手
当
支
給
申
請
書
、
新

雇
保
則
第
八
十
四
条
の
常
用
就
職
支
度
手
当
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
九
十
二
条
の
移
転
費
支
給
申
請
書
、
新
雇

保
則
第
九
十
三
条
の
移
転
費
支
給
決
定
書
、
新
雇
保
則
第
九
十
四
条
第
二
項
の
移
転
証
明
書
、
新
雇
保
則
第
九
十
九

条
第
一
項
の
広
域
求
職
活
動
費
支
給
申
請
書
、
新
雇
保
則
第
百
一
条
の
二
の
三
第
二
項
の
教
育
訓
練
給
付
適
用
対
象

期
間
延
長
申
請
書
及
び
新
雇
保
則
第
百
四
十
六
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
（
新
規
）
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
用
総
括
票
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
雇
保
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
七
条

船
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
者
に
対
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
第
十
五
条
の
二
第
一
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
同
項

中
「
六
十
四
歳
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
六
十
九
号

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和

六
十
一
年
政
令
第
九
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派

遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
二
条
第
二
項
の
市
町
村
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第

二
条
第
二
項
の
市
町
村
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
二
条

第
二
項
の
市
町
村
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
号

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年

法
律
第
八
十
八
号
）
第
五
条
第
四
項
（
第
十
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
条
第
二
項
、
第
十

六
条
第
三
項
並
び
に
第
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保

及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭

和
六
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
三
十
日
」
を
「
三
月
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
毎
事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
当
該
事
業
年
度
」
を
「
毎
事
業
年
度
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
べ
き
」
を
「
前
項
の
」
に
改
め
、「
様
式
第
十
一
号
」
の
下

に
「
及
び
様
式
第
十
一
号
の
二
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
の
事
業
報
告
書
及
び
収
支
決
算
書
の
提
出
期
限
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

各
号
に
定
め
る
期
限
と
す
る
。

一

労
働
者
派
遣
事
業
報
告
書
（
様
式
第
十
一
号
）

毎
事
業
年
度
経
過
後
一
月
が
経
過
す
る
日

二

労
働
者
派
遣
事
業
報
告
書
（
様
式
第
十
一
号
の
二
）

毎
年
六
月
三
十
日

三

労
働
者
派
遣
事
業
収
支
決
算
書
（
様
式
第
十
二
号
）

毎
事
業
年
度
経
過
後
三
月
が
経
過
す
る
日

様
式
第
三
号
（
第
三
面
）
記
載
要
領
中
17
を
23
と
し
、
16
を
22
と
し
、
15
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

1
6

1
1の
【
雇
用
保
険
】
の
|
欄
及
び
}
欄
並
び
に
【
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
】
の
}
欄
及
び
~
欄
に
は
、
申

請
時
点
に
お
い
て
雇
用
し
て
い
る
者
の
人
数
を
そ
れ
ぞ
れ
記
載
す
る
こ
と
。

1
7

1
1の
【
雇
用
保
険
】
の
|
欄
及
び
【
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
】
の
}
欄
に
は
、
派
遣
労
働
者
以
外
の
者
も

含
め
た
す
べ
て
の
労
働
者
の
実
数
を
記
載
す
る
こ
と
。

1
8

1
1の
【
雇
用
保
険
】
の
~
欄
及
び
【
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
】
の
�
欄
に
は
、
法
定
の
適
用
除
外
事
由
に

該
当
す
る
者
も
含
め
た
人
数
を
記
載
す
る
こ
と
。

1
9

1
1の
【
雇
用
保
険
】
の
�
欄
の
「
未
加
入
の
理
由
」
欄
に
は
、
雇
用
保
険
の
適
用
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
場

合
に
あ
つ
て
は
、「
雇
用
契
約
の
期
間
が
６
か
月
未
満
で
あ
り
、
契
約
期
間
終
了
後
に
お
い
て
も
引
き
続
き
雇
用
が

見
込
ま
れ
な
い
た
め
」、「
１
週
間
当
た
り
の
所
定
労
働
時
間
が

2
0時
間
未
満
で
あ
る
た
め
」
等
具
体
的
に
記
載
す

る
こ
と
。

2
0

1
1の
【
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
】
の
�
欄
の
「
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
の
未
加
入
の
状
況
」
欄
は
、

該
当
す
る
文
字
を
〇
で
囲
む
こ
と
。

2
1

1
1の
【
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
】
の
�
欄
の
「
未
加
入
の
理
由
」
欄
は
、
健
康
保
険
及
び
厚
生
年
金
保
険

の
適
用
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、「
雇
用
契
約
の
期
間
が
２
か
月
以
内
で
あ
り
、
契
約
期
間
終

了
後
に
お
い
て
も
引
き
続
き
雇
用
が
見
込
ま
れ
な
い
た
め
」、「
１
日
（
又
は
１
週
間
）
当
た
り
の
所
定
労
働
時
間

が
当
該
事
業
所
の
正
社
員
の
お
お
む
ね
４
分
の
３
未
満
で
あ
る
た
め
」
等
具
体
的
に
記
載
す
る
こ
と
。
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